
麻生情報ビジネス専門学校　シラバス

言語
情報
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○
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これまで学んだOfficeソフト（Word・Excel）を使って、実践的なスキルを身につける。操作スキルだけではなく、
ビジネス文書の書き方やデータの活用術といったビジネススキルも習得する。

iCDタスクコード

◎

担当者実務経験

佐々木　美恵2単位

2023年度

時間数

実施時期

30時間

後期

課題演習：ビジネス文書（案内・告知）、チラシ、レポート作成

作成した課題を見直しておくこと

課題演習：データ分析、集計、グラフ作成、関数の演習
作成した課題を見直しておくこと

課題演習：データ分析、集計、グラフ作成、関数の演習
作成した課題を見直しておくこと

60%

総復習 これまで習った機能を理解しておくこと

目標

Wordでビジネス文書作成、宛名印刷、差し込み印刷ができる

Excelでデータ集計、分析、関数の活用ができる

作成した課題を見直しておくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

Word復習（ビジネス文書作成）&タイピング練習

科目名 ビジネスアプリケーションⅡ

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

よくわかる Microsoft Word 2019 & Microsoft Excel 2019 スキルアップ問題集 ビジネス実践編（FOM出版）

課題演習：データ分析、集計、グラフ作成、関数の演習

対象学科・学年 経理科2年

授業概要

学習目標
（到達目標）

課題演習：ビジネス文書（案内・告知）、チラシ、レポート作成
作成した課題を見直しておくこと

課題演習：ビジネス文書（案内・告知）、チラシ、レポート作成
作成した課題を見直しておくこと

課題演習：ビジネス文書（案内・告知）、チラシ、レポート作成
作成した課題を見直しておくこと

課題演習：データ分析、集計、グラフ作成、関数の演習
作成した課題を見直しておくこと

作成した課題を見直しておくこと

課題演習：データ分析、集計、グラフ作成、関数の演習

※　主たる形態：○　　その他：△講義： △ 演習： ○ 実習： 実技：

Word復習（ビジネス文書作成）&タイピング練習 作成した課題を見直しておくこと

Excel復習（関数、グラフ作成）&タイピング練習 作成した課題を見直しておくこと

Excel復習（関数、グラフ作成）&タイピング練習 作成した課題を見直しておくこと

課題演習：ビジネス文書（案内・告知）、チラシ、レポート作成
作成した課題を見直しておくこと

履修上の注意

評価方法

(1)授業内評価テストを実施する。(2)課題を作成し提出を行う。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

授業内評価テスト

課題作成 ○ 40%



麻生情報ビジネス専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

回数

1-3

4-6

7-9

10-
12
13-
15

くらしの税金全般の知識を修得し、税金に関わる実務を学ぶ。

iCDタスクコード

20%

◎

担当者実務経験

新田　覚2単位

2023年度

時間数

実施時期

30時間

後期

◎ 50%

目標

くらしに必要な税金の基礎用語が説明できる。

くらしに必要な税金の基礎知識が説明できる。

授業項目・内容 授業外学修指示

くらしの税ミナール－最新税金事情

◎

科目名 オフィスワーク演習

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業態度・意欲

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

新くらしの税金百科【最新版】

対象学科・学年 経理科2年

授業概要

学習目標
（到達目標）

※　主たる形態：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

くらしの中の税金あれこれ 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

それぞれの立場から学ぶ税金講座 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

大切な資産を守るための税金講座 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

知っておいて損はない＋α税金講座 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

履修上の注意

評価方法

(1)評価テストを実施する。(2)授業の中で課題を作成し提出を行う。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

課題・レポート

小テスト ◎ 30%



麻生情報ビジネス専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

回数
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15

ピボットテーブルやグラフを利用したデータ傾向の把握、分析ツールを利用した仮説検定など、Excelを使った
データ分析の手法を学ぶ。

iCDタスクコード

◎

担当者実務経験

下仮屋　珠美2単位

2023年度

時間数

実施時期

30時間

後期

t検定、F検定を使った比較

テキストの該当箇所を復習すること

近似曲線を使った予測、分析ツールを使った回帰分析 テキストの該当箇所を復習すること

ゴールシークを使った試算、ソルバーを使った検討 テキストの該当箇所を復習すること

60%

まとめ テキストの該当箇所を復習すること

目標

ピボットテーブルを活用し、集計表を作成できる

仮説を立て検証し結論を出すことができる

テキストの該当箇所を復習すること

授業項目・内容 授業外学修指示

データ分析の必要性、データの種類

科目名 データ分析基礎

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

よくわかるExcelではじめるデータ分析（FOM出版）

変数の関係性、結果の分析

対象学科・学年 経理科2年

授業概要

学習目標
（到達目標）

グラフによる視覚化、ヒートマップを使って視覚化 テキストの該当箇所を復習すること

トレンド、パターンの視覚化 テキストの該当箇所を復習すること

仮説とは何か、仮説検定 テキストの該当箇所を復習すること

パレート図を使った把握、ｔ検定の検討 テキストの該当箇所を復習すること

テキストの該当箇所を復習すること

相関係数、相関の計算

※　主たる形態：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

事例の確認、作業の流れ確認 テキストの該当箇所を復習すること

代表値とは、平均を使ったデータ傾向の把握 テキストの該当箇所を復習すること

中央値、標準偏差を使ったデータ傾向の把握 テキストの該当箇所を復習すること

データの視覚化、ピボットテーブル テキストの該当箇所を復習すること

履修上の注意

評価方法

(1)授業内評価テスト、確認テストを実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

授業内評価テスト

確認テスト ○ ○ 40%



麻生情報ビジネス専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

回数

1-4

5-8

9-
12
13-
16
17-
20
21-
24
25-
28
29-
32
33-
36
37-
40
41-
44
45-
48
49-
52
53-
56
57-
60

簿記は企業などの事業活動を帳簿に記録して、その記録内容から経営状態を明らかにすることを目的としており、この経営状態を明らかにするために財務諸表を作成する。財務諸
表を誰が見ても同様に解釈できるようにするためには、財務諸表を作る際のルールを決めておく必要があり、そのルールが「簿記」である。つまり、簿記論では財務諸表を作るための
ルールと実際の計算を習得する。

iCDタスクコード

20%

◎

担当者実務経験

小林　憲一8単位

2023年度

時間数

実施時期

120時間

後期

純資産会計　繰延資産　外貨建換算会計

授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

過年度遡及会計　組織再編 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

連結会計　キャッシュ・フロー計算書 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

60%

帳簿組織　伝票会計 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

目標

勘定科目や簿記上の取引、仕訳の仕組みを理解し仕訳が出来る

簿記の計算構造を理解し帳票作成が出来る

授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

簿記一巡　現金預金

◎

科目名 簿記論

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業態度・意欲

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

税理士試験問題集簿記論・財務諸表論Ⅰ基礎導入編・Ⅱ基礎完成編・Ⅲ応用編

本支店会計　商的工業簿記

対象学科・学年 経理科2年

授業概要

学習目標
（到達目標）

消費税等の会計処理　リース取引 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

減損会計　退職給付会計 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

引当金　純資産会計 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

特殊商品売買　資産除去債務　収益認識 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

本社工場会計　建設業会計

※　主たる形態：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

金銭債権　棚卸資産 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

有形固定資産　無形固定資産 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

営業費　金融商品 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

法人税等・租税公課 授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

履修上の注意

評価方法

(1)宿題・レポートを数回実施する。　(2)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

確認テスト ◎ 20%



麻生情報ビジネス専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

回数

1-4

5-8

9-
12
13-
16
17-
20
21-
24
25-
28
29-
32
33-
36
37-
40
41-
44
45-
48
49-
52
53-
56
57-
60

履修上の注意

評価方法

(1)評価テストを実施する。(2)授業の中で課題を作成し提出を行う。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期テスト ◎

宿題・レポート ○ ◎ 20%

減損会計　繰延資産
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

純資産会計　税効果会計
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

外貨建換算会計　建設業会計

60%

授業態度・意欲 ◎ 20%

※　主たる形態：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

科目名 財務諸表論

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

税理士試験問題集簿記論・財務諸表論Ⅰ基礎導入編・Ⅱ基礎完成編・Ⅲ応用編　財務諸表論・理論編

損益計算書の概要　商品売買と収益の認識基準

対象学科・学年 経理科2年

授業概要

学習目標
（到達目標）

デリバティブ　有形固定資産
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

リース会計　無形固定資産
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

キャッシュ・フロー計算書
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

目標

財務諸表論の全体構造を理解できる。

授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

基礎編　財務諸表論の基礎知識　財務諸表論の全体構造
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

貸借対照表　損益計算書
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

会社法開示制度　注記事項等　四半期財務諸表
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

貸借対照表の概要　金銭債権の評価
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

棚卸資産　金融商品
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

◎

財務諸表論では、税理士科目の簿記論と同様に税理士試験必須科目として学習する科目となります。簿記論では財務諸表の作成を中心とした学習に対して、財務諸表論では、株
主や債権者など企業の利害関係者へ、財政状態及び経営成績を報告するための財務諸表(貸借対照表・損益計算書、キャッシュフロー計算書、株主資本等計算書など)の理解とそ
の作成方法を問われる科目です。財務諸表論の授業では、税理士試験必須科目の財務諸表論の合格を目指します。

iCDタスクコード

◎

担当者実務経験

小林　憲一8単位

2023年度

時間数

実施時期

120時間

後期

負債会計　退職給付会計

授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

連結財務諸表
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

組織再編
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

会計公準・会計原則・概念フレームワークを理解できる。



麻生情報ビジネス専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

回数

1-2

3-4

5-6

7-8

9-10

11-12

13-15

2023年度

3月の建設業経理士１級合格を目標とする。上級の建設業簿記、建設業原価計算及び会計学を習得し、会社法その他会
計に関する法規を理解しており、建設業の財務諸表の作成及びそれに基づく経営分析が行える。

iCDタスクコード

20%

◎

担当者実務経験

小林　憲一2単位 時間数

実施時期

30時間

後期

60%

目標

建設業簿記の専門用語について学び、意味を説明することができる。

取引情報の処理・作成に関する一連の流れを理解し、説明ができる。

建設業経理士１級の内容を把握し、過去問題(財務諸表）が解答できる。

授業項目・内容 授業外学修指示

企業会計/分類と目的、企業会計原則・損益会計/発生主義会計

◎ ◎

科目名 建設業経理士対策（財務諸表）

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業態度・意欲

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

ネットスクール出版　過去問題集＆テキスト　１級建設業経理士　財務諸表出題パターンと解き方

対象学科・学年 経理科2年

授業概要

学習目標
（到達目標）

リース会計、キャッシュ・フロー計算書
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

過去問題演習/財務諸表
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

※　主たる形態：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

資産会計/現金、金銭債権、有価証券
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

資産会計/棚卸資産、固定資産、繰延資産
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

負債会計/引当金、社債、純資産会計
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

退職給付会計、税効果会計、企業結合、連結会計
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

履修上の注意

評価方法

(1)宿題・レポートを数回実施する。　(2)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

確認テスト ◎ 20%



麻生情報ビジネス専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

回数

1-2

3-4

5-6

7-8

9-10

11-12

13-15

2023年度

3月の建設業経理士１級合格を目標とする。上級の建設業簿記、建設業原価計算及び会計学を習得し、会社法その他会計に関する法規
を理解しており、建設業の財務諸表の作成及びそれに基づく経営分析が行える。

iCDタスクコード

20%

◎

担当者実務経験

小林　憲一2単位 時間数

実施時期

30時間

後期

60%

目標

建設業簿記の専門用語について学び、意味を説明することができる。

取引情報の処理・作成に関する一連の流れを理解し、説明ができる。

建設業経理士１級の内容を把握し、過去問題(原価計算）が解答できる。

授業項目・内容 授業外学修指示

建設業原価計算、費目別計算

◎

科目名 建設業経理士対策（原価計算）

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業態度・意欲

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

ネットスクール出版　過去問題集＆テキスト　１級建設業経理士原価計算出題パターンと解き方

対象学科・学年 経理科2年

授業概要

学習目標
（到達目標）

原価管理の展開、経営意思決定の特殊原価分析
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

過去問題演習/原価計算
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

※　主たる形態：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

工事間接費の配賦、部門別計算
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

機材等使用率の決定、工事別原価の計算、工事契約会計における原価計算
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

総合原価計算、事前原価計算と予算管理
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

標準原価計算
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

履修上の注意

評価方法

(1)宿題・レポートを数回実施する。　(2)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

確認テスト ◎ 20%



麻生情報ビジネス専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

回数

1-3

4-6

7-9

10-12

13-15

16-18

19-21

22-24

25-27

28-30

2023年度

3月の建設業経理士１級合格を目標とする。上級の建設業簿記、建設業原価計算及び会計学を習得し、会社法その他会
計に関する法規を理解しており、建設業の財務諸表の作成及びそれに基づく経営分析が行える。

iCDタスクコード

20%

◎

担当者実務経験

小林　憲一4単位 時間数

実施時期

60時間

後期

確認テスト/総合問題

60%

目標

建設業簿記の専門用語について学び、意味を説明することができる。

取引情報の処理・作成に関する一連の流れを理解し、説明ができる。

建設業経理士１級の内容を把握し、過去問題(財務分析）が解答できる。

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

財務分析の基礎

◎ ◎

科目名 建設業経理士対策（財務分析）

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

宿題・レポート

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

ネットスクール出版　過去問題集＆テキスト　１級建設業経理士財務分析出題パターンと解き方

対象学科・学年 経理科2年

授業概要

学習目標
（到達目標）

成長性分析
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

財務分析の基本的手法
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

総合評価の手法
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

過去問題演習/財務分析
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

※　主たる形態：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

収益性分析
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

安全性分析
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

活動性分析
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

生産性分析
教科書の該当範囲を事前に読んでおくこと

履修上の注意

評価方法

(1)宿題・レポートを数回実施する。　(2)定期試験（筆記）を実施する。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期試験

確認テスト ◎ 20%



麻生情報ビジネス専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

回数

1-5

6-10

11-15

16-20

20-25

26-30

31-35

36-40

41-45

46-50

2023年度

過去問題演習を行い、日商簿記能力検定１級合格を目指す。

iCDタスクコード

20%

◎

担当者実務経験

小林　憲一6単位 時間数

実施時期

100時間

後期

日商簿記検定1級　過去問題演習

60%

目標

会計専門用語について学び、意味を説明することができる。

取引情報の処理・作成に関する一連の流れを理解し、説明ができる。

日商簿記１級の全般の内容を理解し、過去問題が解答できる。

前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

日商簿記検定1級　過去問題演習

◎

科目名 日商簿記検定対策

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業態度

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

日商簿記ズバリ！１級的中完全予想模試

対象学科・学年 経理科2年

授業概要

学習目標
（到達目標）

日商簿記検定1級　過去問題演習
前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

日商簿記検定1級　過去問題演習
前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

日商簿記検定1級　過去問題演習
前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

日商簿記検定1級　過去問題演習
前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

※　主たる形態：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

日商簿記検定1級　過去問題演習
前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

日商簿記検定1級　過去問題演習
前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

日商簿記検定1級　過去問題演習
前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

日商簿記検定1級　過去問題演習
前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

履修上の注意

評価方法

(1)評価テストを実施する。(2)授業の中で課題を作成し提出を行う。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期テスト ◎

宿題・レポート ○ ◎ ◎ 20%



麻生情報ビジネス専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

○

回数

1-5

6-10

11-15

16-20

20-25

2023年度

過去問題演習を行い、全経簿記能力検定上級合格を目指す。

iCDタスクコード

20%

◎

担当者実務経験

小林　憲一3単位 時間数

実施時期

50時間

後期

60%

目標

会計専門用語について学び、意味を説明することができる。

取引情報の処理・作成に関する一連の流れを理解し、説明ができる。

全経簿記上級の全般の内容を理解し、過去問題が解答できる。

授業項目・内容 授業外学修指示

全経簿記能力検定上級　過去問題演習

◎

科目名 全経簿記検定対策

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

授業態度・意欲

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

全経簿記上級 過去問題集 出題傾向と対策

対象学科・学年 経理科2年

授業概要

学習目標
（到達目標）

※　主たる形態：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

全経簿記能力検定上級　過去問題演習
前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

全経簿記能力検定上級　過去問題演習
前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

全経簿記能力検定上級　過去問題演習
前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

全経簿記能力検定上級　過去問題演習
前回の授業内容に係る確認テストを実施するので、
復習しておくこと

履修上の注意

評価方法

(1)評価テストを実施する。(2)授業の中で課題を作成し提出を行う。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

定期テスト ◎

宿題・レポート ○ ◎ ◎ 20%



麻生情報ビジネス専門学校　シラバス

言語
情報

知的
技能

運動
技能

態度
意欲

その他

○

○

回数

1-6

7-
12
13-
18
19-
24
25-
30
31-
36
37-
42
43-
48
49-
54
55-
60
61-
66
67-
72
73-
78
79-
84
84-
90

2023年度

消費税法の仕組みを学び、税理士科目消費税法の合格を目指す消費税法の仕組みを学び、税理士科目消費税法の合格を目指す。消費
税が課税される仕組みを理解し、各種取引を課税の対象、非課税、輸出免税など課税される取引、課税されない（免除される）取引に区
分、申告書の作成ができるようになる。

iCDタスクコード

20%

◎

担当者実務経験

小林　憲一12単位 時間数

実施時期

180時間

後期

課税標準及び税率

授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

非課税資産の輸出等　著しい変動　転用　棚卸資産の調整
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

納税義務の免除の特例（①相続②合併③会社分割）　課税期間
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

◎ 50%

資産の譲渡等の時期（①原則②リース譲渡③工事の請負④現金基準）
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

目標

消費税法の専門用語について学び、意味を説明することができる。

取引情報の処理・作成に関する一連の流れを理解し、説明ができる。

授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

授業項目・内容 授業外学修指示

消費税の概要　課税の対象　非課税　免税　課税標準及び税率

◎

科目名 消費税法

科目名（英）

単位数 担当者

実施年度

確認テスト

授業形態

授業計画

テキスト・教材
参考図書

2023年度版税理士（消費税法）基礎＋応用＋理論セット　ネットスクール出版

納税義務（前年等の課税売上高による特例）　売上返還等

対象学科・学年 経理科2年

授業概要

学習目標
（到達目標）

中間申告　税抜経理　個人事業者
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

簡易課税制度　納税義務　リバースチャージ
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

課税の対象　定義　非課税　免税
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

納税義務（①原則②免除③課税事業者の選択）
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

特定課税仕入返還等　貸倒れ　仕入税額控除(原則)　仕入返還等

※　主たる形態：○　　その他：△講義： ○ 演習： △ 実習： 実技：

授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

売上返還等　貸倒れ　課税の対象　非課税
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

課税標準及び税率(輸入)　納税義務　控除対象仕入税額
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

仕入返還等　引取還付　引取申告　確定申告　還付申告
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

非課税資産の輸出等　棚卸資産の調整　著しい変動　転用
授業内容に係る確認テストを実施するので、復習して
おくこと

履修上の注意

評価方法

(1)評価テストを実施する。(2)授業の中で課題を作成し提出を行う。
以上を下記の観点・割合で評価する。
成績評価基準は、S（90点以上）・A（80点以上）・B（70点以上）・C（60点以上）・D（59点以下）とする。

言語情報 知的技能 運動技能 態度・意欲 その他 評価割合

課題・レポート

小テスト ◎ 30%


